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 できるだけ細かく砕いた樟脳（しょうのう）をスラ

イドに載せ、そのままカバーグラスなして顕微鏡で観

察する。光源は透過光、倍率は 100倍が一番観察しや

すい。小さい粒ほど昇華が速く、どんどん小さくなっ

ていく。体積の割に表面積が大きいからだ。 

 

 小さな結晶はどんどん小さくなり、やがて消える。

特定の結晶をずっと見つけていると、消える一瞬を観

ることもできて面白い。 

 

 顕微鏡は単に対象物を拡大して観察するだけの道

具ではない。観察対象が変化する一瞬を観察するのに

も適している。たとえば、耳かき一杯の食塩をスライ

ドに載せ、それに一滴の水をたらして顕微鏡で観察す

ると、「溶解の一瞬」を観察できる。樟脳の昇華も、

それによく似ている。しかし「溶媒」に相当するのは

水（液体）ではなく、空気（気体）である。観察を続

けていると、顕微鏡から気化した樟脳の芳香を感じる。 

 

 小さな粒は何もしなくても、１～２分で昇華して消

える。しかし大きな粒はなかなか小さくならない。短

時間で観察したい場合は、横からドライヤー（冷風）

を当てると昇華が速くなり、結晶がどんどん小さくな

っていくのがわかる。大切なことは「液体を経ずに固

体が消えていく」ということの実感である。 


